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成 果 の 概 要 

本学級児童生徒は知的な障がいとともに、運動面においてもバランスや協調運動における発達の

課題があるものが多い。また、帰宅後に外で遊ぶ時間が少なく、体を動かす経験も少ない。ボール

を使った集団で行う運動、簡単なルールのあるゲーム的要素の強い運動などを通して、友達と楽し

く体を動かしたり、勝敗等の目的に向かって活動したりする授業等を設定してきた。小学校では二

学期に室内サッカーに取り組んだ。3 人 1 組（攻 2 守 1）になってゴールまでボールを運ぶ活動を取

り入れたことで、友達の動きに合わせて自分の動く場所、ボールを蹴る方向、強さを子どもたちが

自然と学ぶことができた。また、児童によって「ボールを追う、蹴る」「ゴールに向かって蹴る」

「ボールの行き先に合わせて動く」「周りの動きを見て自分の動きを考えて取り組む」など、ねら

いが様々であるが、活動を複線化することでどの児童にとっても充実した活動になり、実際にサッ

カーの技術も向上した。この運動が三学期に取り組んだ室内ホッケーでも「ゴールへ向かう」「同

じチーム（相手チーム）の動きを見る」などチームで行う運動として一人一人の動きに変容がみら

れた。実際に児童生徒は技能の向上を体で感じているようで休み時間にもサッカー、ホッケー、野

球など友達を誘って遊ぶことも増えている。  

平成 27 年度中学校でサッカー、ハンドボールの実践を実施する予定である。その実践も踏まえて

小中一貫した体育科の指導内容の検討を行っていくこととする。 
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